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●培土器
≪型　式：　MB-2000≫

【取扱い説明書】

（01）培土器　MB-2000は,管理機の尾輪軸(ｲ)に固定
　　　する構造になっています。各ﾒｰｶｰ(機種）により
　　　尾輪軸(ｲ)の形状が 異なっていますので、軸の
　　　形状に合った金具(ﾛ)(ﾊ)を使用しないと培土器の
　　　取り付けが出来ません。ご注意ください

（02）参考　各ﾒｰｶｰ尾輪軸 (断面) 形状

（A） 

（B）

（C）

（D）

（E）

(イ)軸 (ロ)金具 (ハ)金具

（03）箱の中に
　　　①ﾛｰﾗｰ(左右)
　　　②クサリ(x2ｾｯﾄ)
　　　③培土器（本体）
　　　が入っているか
　　　確認下さい

(04-2)③④のﾎﾞﾙﾄ/
　　　ﾅｯﾄ/ﾊﾞﾈﾜｯｼｬｰ/
　　　ﾜｯｼｬｰを取り
　　　外します

     (04-3)金具(ﾛ)(ﾊ)が
　 　　分離できます

(04-4)①②のﾎﾞﾙﾄ/
　　　ﾊﾞﾈﾜｯｼｬｰ/ﾜｯｼｬｰ/
　　　ﾅｯﾄを外して、金具(ﾛ)
　　　金具(ﾊ)をさらに
　　　分離します

三菱・ｸﾎﾞﾀ・関東農機ｶﾅｸﾞ-0510 ｶﾅｸﾞ-0520

ｲｾｷ・ORECｶﾅｸﾞ-0421 ｶﾅｸﾞ-0431

ﾔﾝﾏｰｶﾅｸﾞ-0490 ｶﾅｸﾞ-0500

ﾏﾒﾄﾗｶﾅｸﾞ-0441 ｶﾅｸﾞ-0451

ﾏﾒﾄﾗｶﾅｸﾞ-0471 ｶﾅｸﾞ-0481

備考

(F) ｶﾅｸﾞ-0620 ｶﾅｸﾞ-0630

≪培土器を管理機へ取り付けます≫ 

(04)培土器(本体)
     に組み込んで
     ある金具
     (ﾛ)(ﾊ)を
　　分離します

(04-1)①②のﾅｯﾄ/
　　ﾊﾞﾈﾜｯｼｬｰ/
　　ﾜｯｼｬｰを
　　取り外します
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(05)金具(ﾛ)(ﾊ)を尾輪軸の
　　所定位置に①～④の
　　ﾎﾞﾙﾄ/ﾊﾞﾈﾜｯｼｬｰ/
　　ﾜｯｼｬｰ/ﾅｯﾄを使用
　　して取り付けます

(05-2)【ﾔﾝﾏｰの場合】
　　ﾔﾝﾏｰ尾輪軸の場合①太い軸,
　　②細い軸の２段になっています
　　太い軸①の上側寄りに
　　取り付けてください

(06)金具(ﾛ)(ﾊ)に本体を取り付ける前に、
　　本体のｱｰﾑ角度を事前に広げて
　　おく必用があります。
　　梱包状態のままで
　　すと、管理機と干渉
　　して取り付きません

(06-1)ｽﾅｯﾌﾟﾋﾟﾝ①②
　　　を抜きﾏﾙﾋﾟﾝ
　　　③④を抜き
　　　取り左右の
　　　ｱｰﾑを広
　　　げます

(0７)本体(A)を以下のﾎﾞﾙﾄで固定します

(07-2)下記①②③④
    を使って固定
    します

＊③④のﾋﾟﾝは
ﾊﾞﾈ押さえ金具の
いづれかの孔も
貫通している事
を確認ください　

①ﾎﾞﾙﾄ　M8x25 (2p)
②M8　ﾊﾞﾈﾜｯｼｬｰ(2p)
③M8　ﾜｯｼｬｰ   (6P)
④M8　ﾅｯﾄ     (2p)     

(05-1)尾輪軸ﾊﾝﾄﾞﾙ①を
　　　回転させた時、
　　　ｱｰﾑ②と干渉③する
　　　場合は金具(ﾛ)(ﾊ)の
　　　取り付け位置を630mm
　　　より干渉しない位置
　　　まで下げてください

(06-2)左右にｱｰﾑを
　　　広げて先ほど
　　　抜いた③④の
　　　ﾏﾙﾋﾟﾝを回転
　　　金具の孔⑤⑥
　　　の位置に差し
　　　込んで①②の
　　　ｽﾅｯﾌﾟﾋﾟﾝで
　　　(仮)止め固定
　　　をします

(07-1)下記　①②③を使って固定します
　　①M8　ﾜｯｼｬ-        (4p) ＊ﾜｯｼｬｰは計4枚使用します
　　②M8　ﾊﾞﾈﾜｯｼｬｰ　(2p)
　　③M8　ﾅｯﾄ            (2p)

　 ①ﾎﾞﾙﾄ　M8x25   (2p)
　 ②M8　ﾊﾞﾈﾜｯｼｬｰ(2p)
　 ③M8　ﾜｯｼｬｰ     (4p)
　 ④M8　ﾅｯﾄ         (2p)

約 630mm

接地
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接地

地面

地面

　　　　　地面より
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①
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③

④
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③
④

広げる

広げる

⑥

⑤

金具
(ﾊ)
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干渉注意
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⑤⑥ 回転金具

ｱｰﾑ

①
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　　　　地面より
約 630mmの高さ
位置に固定する

③
④

ﾊﾞﾈ押さえ金具
●いづれかの孔貫通
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(08)ﾛｰﾗｰ(R)(L)を角ﾊﾟｲﾌﾟにそれぞれ挿入し
　　ﾎﾞﾙﾄ(ｲ)で締め付け
　　固定します　　

(09)管理機へ培土器
　　(MB-2000)の取り付け
    ができました　

≪ローラーの目標設定≫ 

(10-1)ﾛｰﾗｰの幅は、
　　うねﾋﾟｯﾁ に対して
　  ﾏｲﾅｽ 約50mm
　　(950mm)を目標に
    設定します

(10-2)ﾛｰﾗｰの高さは、
    ﾛｰﾗｰの底面が
　　うね高さより
　　ﾏｲﾅｽ50mm(330mm)を
　　目標に設定します

≪ローラー幅調整(回転金具)≫ 

(11)回転金具による　　　　　　
　　幅調整の仕方

(11-1)回転金具(ｲ)の
　　どの孔を使用
　　してﾋﾟﾝ固定を
　　するかによって
　　ﾛｰﾗｰの幅が
　　変わってきます

(11-3)ﾛｰﾗｰの幅を1000mmで固定するには
　　 ﾋﾟﾝ①②を回転金具(ｲ)の孔③を通し
　　 次にﾊﾞﾈ押さえ金具(ﾛ)の孔④を貫通　
　　 した後,ｽﾅｯﾌﾟﾋﾟﾝ⑤でﾋﾟﾝの抜け防止
　　 をします

(10)例えば うねﾋﾟｯﾁ:1000mm
　　　　　 うね高さ：380mm
    の場合のﾛｰﾗｰ目標設定位置は？　　　　　　　

(11-2)今回、目標とするﾛｰﾗｰ幅は
　　 950mmです。右の表より
　　 950mm以上で一番近い数値
　　 は 1000mmなので③孔を
　　 使用します

　(ｲ)
回転金具

孔③
③孔

②ﾋﾟﾝ

ﾋﾟﾝ①

　　⑤
ｽﾅｯﾌﾟﾋﾟﾝ

⑤

(ｲ)ﾊﾞﾈ押さえ
　金具

(ﾛ)ﾊﾞﾈ押さえ
　　金具

④

ﾛｰﾗｰ 
 (L)

②

角ﾊﾟｲﾌﾟ

ﾛｰ
ﾗｰ
幅
(C
) 

ｱｰﾑ全長
545mm　

ﾛｰﾗｰ 
  (R)

角ﾊﾟｲﾌﾟ

①

②
③

④

⑤
⑥

(C)

800mm

1000mm

1100mm
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ｱｰﾑ全長
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のﾛｰﾗｰ幅

穴
位
置

③しまる

①ゆるむ

(ｲ)
  ﾎﾞﾙﾄ

①
② ③④

⑤

⑥

①
②③

④
⑤

⑥

回転金具
　　(ｲ)

うねﾋﾟｯﾁ：1000mm

約
 
5
0
m
m

3
8
0
m
m

ﾛｰﾗｰ
ﾛｰﾗｰ

約 25mm 約 25mm

　　(ｲ)
回転金具
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5
0
m
m

うねﾋﾟｯﾁ
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ねぎ
うね
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8
0
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≪ローラー幅調整(クサリ)≫

(12)クサリ(完)-0730を使用してﾛｰﾗｰ幅の
　　微調整をします

≪ローラー上下高さ調整≫

(13)ﾛｰﾗｰの高さ調整は
　　(ｲ)ﾛｰﾗｰｱｰﾑの上下移動と　
　　(ﾛ)ｱｰﾑの角度調整　　　　
　　で行います

(14)ﾋﾟﾝ①②の差し込む
　　位置によってｱｰﾑ(ﾛ)
　　の角度が調整できます。
　　角度調整する事で、
　　ｱｰﾑ先端に取り付け
　　ているﾛｰﾗｰの高さ
　　を調整することが
　　できます

(12-2)クサリ(完)-0730のｶﾅｸﾞ部分(ｲ)をｱｰﾑに
　　取り付けます。反対側のＳ字ﾌｯｸ(ﾊ)を
　　管理機ﾊﾝﾄﾞﾙに引っ掛けます。S字ﾌｯｸと
　　ｸｻﾘの引っ掛ける位置(ﾆ)の調整でﾛｰﾗｰを
　　内側(ﾎ)の方向へ引っ張り込む事が可能に
　　なります

(12-3)クサリ(完)-0730の
　　ｶﾅｸﾞ(ｲ)の位置が
    決まりましたら
    金具がｽﾞﾚない様に
    ｽﾊﾟﾅ(ﾎ)でﾅｯﾄを締め
　　付けて下さい

≪ローラー高さ調整(ﾛｰﾗｱｰﾑ)≫　

(13-1)ﾎﾞﾙﾄ(ﾊ)を①ゆるめる
　　とﾛｰﾗｰｱｰﾑ(ｲ)が上下に
　　②移動できます。希望
　　の高さに移動できまし
　　たら③ﾎﾞﾙﾄを締め
　　付けて固定し
　　てください

≪ローラー高さ調整(ｱｰﾑ角度)≫　

(12-1)クサリ(完)-0730⇒

(14-1)ｱｰﾑ固定金具(ﾎ)の孔(A)-(B)を使用して
    ｱｰﾑを固定するとｱｰﾑは下側5°で固定
　　されうねを200～510mmの範囲
　　で押さえる事ができます。

(12-4)クサリ(完)-0730の
　　ｶﾅｸﾞ(ｲ)は右図①②③④
    の様に自由に取り付け
　　できます。お使いやすい
　　位置でご使用下さい　　　　　

(13-2)ﾎﾞﾙﾄ(ﾊ)が回らない時は
　　ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ(ﾆ)のようなものを
　　ﾎﾞﾙﾄに差し込んで回せば
　　楽に回せます

①
②

(ｲ)(ﾛ)(ﾊ)

(ｲ)

(ﾎ)

(ﾆ)

①ﾎﾞﾙﾄ(ｲ)ゆるめます
②ﾛｰﾗｰｱｰﾑ(ﾛ)を上下移動して、ﾛｰﾗｰの高さが
　希望の高さになるよう調整します。
③ﾎﾞﾙﾄ(ｲ)を締め付けてﾛｰﾗｰｱｰﾑが動かないよう
　固定します。

(ﾊ)ﾎﾞﾙﾄ

ｱｰﾑ(ﾛ)

(ｲ)

① ②

③
④

(ﾊ)ﾎﾞﾙﾄ

①ゆるめる

　③締め付ける

移動
② (ｲ)ﾛｰﾗｰｱｰﾑ

(D)(E)

(F)

(A)

(B)
(C)

ｱｰﾑ固定金具(ﾎ)

ｱｰﾑ

管理機
ﾊﾝﾄﾞﾙ

(ｲ)(ﾛ)

(ﾊ)

(ﾆ)

(ﾎ)

5° (A)(B)

(ﾛ)ｱｰﾑ

(ｲ)ﾛｰﾗｰｱｰﾑ 7.5°
545mm

5°

6
3
0
m
m

2
3
0
m
m
5
2
0
m
m

地面
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(15)ｱｰﾑ(ﾛ)の角度を -5°⇒+20°に移動
   するとき、角ﾊﾟｲﾌﾟ(ｲ)をそのままの
　　状態で移動すると　ﾛｰﾗｰ(ﾊ)が傾き
　　過ぎて、ﾛｰﾗｰの回転動作が悪くなります    

≪ｱｰﾑ角度変更時の注意点≫

(14-2)ｱｰﾑ固定金具の孔(E)-(F)を使用してｱｰﾑを
　　固定するとｱｰﾑは上側7.5°で固定され
　　ﾛｰﾗｰ高さを380～650mmの範囲
　　で固定する事ができます

(14-3)ｱｰﾑ固定金具の孔(A)-(C)を使用してｱｰﾑを
　　固定するとｱｰﾑは上側20°で固定され
　　ﾛｰﾗｰ高さを480～760mmの範囲で固定する事が
    できます

(14-4)ｱｰﾑ固定金具の孔(E)-(D)を使用してｱｰﾑを
　　固定するとｱｰﾑは下側20°で固定され
　　ﾛｰﾗｰ高さを100～380mmの範囲
　　で固定する事ができます

(15-2) 角ﾊﾟｲﾌﾟを180°
　　回転して取り付け
　　なおすとﾛｰﾗｰは
　　25°傾きが改善
　　できます。

＊左角ﾊﾟｲﾌﾟ(ﾛ)も同様に
　180°回転して取り付ける

180°
回転

(15-4)右側角ﾊﾟｲﾌﾟも同様の
      操作をする事で25°の
      角度改善ができます

≪ローラー高さ調整(ｱｰﾑ角度)≫　

(15-1)対策として角ﾊﾟｲﾌﾟ
　　(ｲ)を180°回転して
　　取り付けなおしﾛｰﾗｰ
　　を固定することで
　　改善できます。

(15-3) その他、左側角ﾊﾟｲﾌﾟ(ﾛ)を180°回転
　　して右ｱｰﾑに取り付けなおすとﾛｰﾗｰは
　　上記(15-2)と同等に25°傾きが改善
　　できます。

7.5°

(E) (F)

20°

(D)(E)

+20°

-5°

(ｲ)角ﾊﾟｲﾌﾟ

移 動
(ﾊ)

＊ﾛｰﾗｰが傾き
　過ぎる

(ﾛ)ｱｰﾑ

20°
545mm

7.5°

3
8
0
m
m

6
5
0
m
m

6
3
0
m
m

545
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7.5°

1
0
0
m
m

3
8
0
m
m

20°

6
3
0
m
m

地面

地面

＊180°回転して
　取り付ける

【右側の場合】

　(ｲ)
右角ﾊﾟｲﾌﾟ

(A)(C)20°

25°
改善

20°

545mm

7.5°

4
8
0
m
m

7
6
0
m
m

6
3
0
m
m

20°

地面

【左側の場合】

L

5°

20°

    (ﾛ)
左側角ﾊﾟｲﾌﾟ

(ﾛ)
左角ﾊﾟｲﾌﾟ
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(17)うねの押さえをさらに強くしたいときは
　　ﾊﾞﾈを交換することができます。
　　緑色のﾊﾞﾈ(出荷時) ⇒ 茶色のﾊﾞﾈに
　　変更すると約1.6培強く押えます

≪アーム(長さ)変更できます≫     

(16)アーム長さは出荷時545mmで出荷しています。
　　角ﾊﾟｲﾌﾟ(ｲ)を移動する事で、ｱｰﾑ長さを
　　455mm～665mmに変化する
　　事ができます

(16-1)ｱｰﾑ孔(ﾛ)と角ﾊﾟｲﾌﾟ孔
　　(ﾊ)のどの穴を使って
　　ﾋﾟﾝ(ﾆ)固定するかに
    より角ﾊﾟｲﾌﾟの位置
　　が移動する事でｱｰﾑの
　　長さを変えることが
　　できます

(16-2)ｱｰﾑ全長455・655mm
　　　の時のﾛｰﾗｰ幅を示します       

≪うね押さえを強くできます≫     

①ｱｰﾑを内側に寄せ
  ます
②ｽﾅｯﾌﾟﾋﾟﾝを抜き
  取ります
③ﾊﾞﾈ芯棒を
  抜き取ります
④ﾊﾞﾈが取り出せます
⑤ﾊﾞﾈを交換します
　

(17-1)ﾊﾞﾈの交換手順は
　　以下のとおりです

＊ﾊﾞﾈ交換出来まし
　たら,先ほどとは
　逆の手順で組み
　直して下さい

(18)管理機の右側にはﾍﾞﾙﾄｶﾊﾞｰ(ｲ)が配置されて
　　いる為、ﾛｰﾗｰ(ﾛ)の動作範囲が少なく
　　なっています。うね幅がせまくなった
　　部分では、ﾍﾞﾙﾄｶﾊﾞｰとﾛｰﾗｰが干渉し
　　ﾛｰﾗｰの回転が止まることがありました。

≪ﾛｰﾗｰの回転保持≫     

(18-1)管理機のﾍﾞﾙﾄｶﾊﾞｰ(ｲ)
    にﾛｰﾗｰ(ﾛ)が干渉する前
    に(ｽﾄｯﾊﾟｰ(完)0080 )
　　が先に当たってﾛｰﾗｰの
    干渉を防ぐ事で,ﾛｰﾗｰの
    ｽﾑｰｽﾞな回転が保たれ
    ます。

①
② ③
④ ⑤
⑥①

②③④
⑤
⑥

①
(出荷時)

665mm

545mm

455mm

(ｲ)角ﾊﾟｲﾌﾟ

（ｱｰﾑ全長Max）

(ｱｰﾑ全長Min)

①ｱｰﾑ内寄せ

ｽﾅｯﾌﾟ
ﾋﾟﾝ②

ﾊﾞﾈ芯棒③

④ﾊﾞﾈ

(ﾊ)角ﾊﾟｲﾌﾟ孔

　(ﾆ)ﾋﾟﾝ

(ﾛ)ｱｰﾑの孔

(C)

(B)

455m
m
665m
m

移動

ﾍﾞﾙﾄｶﾊﾞｰ(ｲ)

ﾛｰﾗｰ(ﾛ)

(ｽﾄｯﾊﾟｰ(完)0080 )

角ﾊﾟｲﾌﾟ(L)

角ﾊﾟｲﾌﾟ(R)

移動

移動

ｱｰﾑ

ﾍﾞﾙﾄｶﾊﾞｰ(イ)

(ﾛ)
ﾛｰﾗｰ

ﾊﾞﾈ
の色

ﾊﾞﾈ
定数
(kgf/mm)

緑

茶

18.7

30.0

①

②
③

④

⑤
⑥

ｱｰﾑ全長
455mm時
ﾛｰﾗｰ幅
   (B)

880mm

1150mm

1290mm

1400mm

1480mm

1020mm

740mm

910mm

1000mm

1090mm

1150mm

830mm

ｱｰﾑ全長
665mm時
ﾛｰﾗｰ幅
   (C)

穴
位
置



Page 7/7作成　2021.07.20

(19-1)ｴｱｰｸﾘｰﾅｰ(ｲ)にﾛ-ﾗｰ(ﾛ)が
　　干渉(ﾊ)する様であれば角ﾊﾟｲﾌﾟ(ﾆ)の固定
　　する位置を前後に移動(ﾎ)する事でﾛｰﾗｰの
　　位置を移動して干渉をさけて下さい。

(19-3)ﾛｰﾗｰ(ﾛ)とｴｱｰｸﾘｰﾅｰ(ｲ)が干渉(ﾊ)する前に
　　ｽﾄｯﾊﾟｰの金具部分が管理機本体に
　　あたる(ﾎ)様、ｽﾄｯﾊﾟｰのﾎﾞﾙﾄ位置を
　　調整して下さい。位置が決まりましたら
　　ﾅｯﾄ(ﾆ)を締め付けて動かないように下さい

(19)管理機の左側には、ｴｱｰｸﾘｰﾅｰ(ｲ)が配置
　　されています。うね幅のせまくなった
　　部分で　ｴｱｰｸﾘｰﾅｰ(ｲ)とﾛｰﾗｰ(ﾛ)が干渉(ﾊ)
　　する事がありました。

≪ﾛｰﾗｰの回転保持≫　　　

(19-2)その他の対策として
　　別売りｻｰﾋﾞｽ部品
　 【ｽﾄｯﾊﾟｰ(完)0081】
    を準備しました。

●ご入用の際は、
　お手数ですが弊社まで
　連絡下さいます様、お願いします

ﾛｰﾗｰ(ﾛ)

≪ご参考≫

(20)管理機で持ち上げる土①⇒②は　ねぎの株元に
　　届く様に、管理機のｶﾊﾞｰ③を調整して頂く
　　ことに依り新たな土②をﾛｰﾗｰ④がしっかり
　　押さえ込むことができます。

ﾛｰﾗｰ④

①

②
新たに持ち
上げた土

ｶﾊﾞｰ③

④ﾛｰﾗｰ

①
新たに持ち
上げた土

③ｶﾊﾞｰ

②

ｴｱｰｸﾘｰﾅｰ(ｲ)

【ｽﾄｯﾊﾟｰ(完)0081】

ｴｱｰｸﾘｰﾅｰ
　　(ｲ)

角ﾊﾟｲﾌﾟ
　(ﾆ)

干渉(ﾊ)

移
動
(ﾎ)

ﾛｰﾗｰ
(ﾛ)

ｴｱｰｸﾘｰﾅｰ
　(ｲ)【ｽﾄｯﾊﾟｰ(完)0081】

(ﾊ)干渉

管理機　
ﾊﾝﾄﾞﾙ根元

ﾛｰﾗｰ
　(ﾛ)

(ﾎ)あたり
ﾅｯﾄ(ﾆ)


